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瘍
性
大
腸
炎
は
、
大
腸
の
粘
膜
に
炎
症
が
起

こ
る
病
気
で
す
。
直
腸
か
ら
始
ま
り
、
病
気
の
勢
い

が
強
い
と
大
腸
全
体
が
お
か
さ
れ
ま
す
。
血
性
粘
液

を
伴
う
頻
回
の
下
痢
が
主
症
状
で
、
重
症
化
す
る
と

腹
痛
・
発
熱
を
伴
い
ま
す
。
ま
た
長
く
患
う
と
大
腸

が
ん
の
発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
一
方
ク
ロ
ー
ン

病
は
、
口
か
ら
肛
門
ま
で
の
す
べ
て
の
消
化
管
に
炎

症
が
起
こ
る
病
気
で
す
。
好
発
部
位
は
小
腸
と
大
腸

の
つ
な
ぎ
目
部
分
（
盲
腸
の
あ
た
り
）
で
す
。
同
じ

く
下
痢
・
腹
痛
・
発
熱
を
主
症
状
と
し
ま
す
が
、
治

り
に
く
い
痔
瘻
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
患
者
さ
ん
の

生
活
の
質
を
低
下
さ
せ
る
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
病
気
を
あ
わ
せ
て
炎
症
性
腸
疾
患
と
呼

び
ま
す
。
原
因
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
説
、
細
菌
説
、
遺

伝
的
要
因
説
な
ど
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
だ
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
は
完
治
さ
せ
る
治
療

法
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
難
病
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

図
1
、
2
は
、
国
に
難
病
申
請
さ
れ
た
両
疾
患
の

患
者
数
の
動
向
で
す
。
い
ず
れ
も
猛
烈
な
勢
い
で
増

え
て
い
ま
す
が
、
グ
ラ
フ
か
ら
炎
症
性
腸
疾
患
は
、

元
来
日
本
で
は
少
な
い
病
気
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
そ
こ
で
誰
で
も
思
い
つ
く
こ
と
は
、
食
事

に
原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

戦
後
の
経
済
発
展
に
伴
い
、
米
や
野
菜
を
中
心
と
す

る
日
本
的
な
食
生
活
か
ら
、
肉
や
乳
製
品
を
主
体
と

す
る
欧
米
型
の
食
事
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
で

は
な
い
か
と
い
う
考
え
で
す
。
ま
た
患
者
様
が
ご
自

宅
で
で
き
る
最
も
有
効
な
治
療
は
食
事
療
法
で
す
。

そ
こ
で
本
日
は
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
お
よ
び
ク
ロ
ー
ン

病
と
食
事
に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

じ
め
に
、
炎
症
性
腸
疾
患
の
大
家
、
内
科
医

の
高
添
正
和
先
生
と
外
科
医
の
福
島
恒
男
先
生
が
共

著
で
出
さ
れ
た
、『
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
ク
ロ
ー
ン
病

に
克
つ
!
』
と
い
う
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
潰
瘍
性

大
腸
炎
は
、
食
事
療
法
よ
り
栄
養
療
法
が
主
体
で
あ
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る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
し
か
し
、
何
を
食

べ
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
を
適
量
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
と
い
う
原

則
は
当
然
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
対
す
る
ク

ロ
ー
ン
病
の
治
療
は
、
栄
養
療
法
が
主
体
で
す
。
そ

の
目
的
は
、
①
腸
管
の
安
静
を
保
つ
こ
と
、
②
食

事
性
抗
原
（
病
気
が
悪
化
す
る
原
因
と
な
る
成
分
）

を
避
け
る
こ
と
で
す
。
こ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
の

具
体
的
な
注
意
点
と
し
て
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
（
主

食
の
60
〜
70
％
を
米
飯
な
ど
の
炭
水
化
物
で
摂
る
）、

低
脂
肪
食
、
低
残
渣
食
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
と
異
な
り
、
食
事
と
病
気
と
の
因
果
関
係
を
証

明
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
が
、
九
州
大
学
の
古

野
純
典
先
生
は
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
お
よ
び
ク
ロ
ー
ン

病
と
食
事
の
関
係
を
疫
学
的
研
究
で
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
先
生
の
著
書
に
よ
り
ま
す
と
、
野
菜
や
果
物

が
潰
瘍
性
大
腸
炎
お
よ
び
ク
ロ
ー
ン
病
両
疾
患
に
対

し
て
予
防
的
に
作
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
世
界
各

地
で
報
告
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
砂
糖
を
原
料
と

す
る
菓
子
類
は
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
に
は
関
係
な
い
よ

う
で
す
が
、
ク
ロ
ー
ン
病
を
起
こ
す
因
子
で
あ
る
と

す
る
考
え
方
で
は
世
界
各
地
の
研
究
で
一
致
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
　

後
に
、
最
近
メ
デ
ィ
ア
で
話
題
と
な
っ
て
い
る

新
谷
弘
実
先
生
の
ご
意
見
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

新
谷
先
生
は
主
に
米
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
消
化
器

外
科
医
で
す
。
ご
自
身
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う

に
、
そ
の
内
容
は
新
谷
先
生
の
豊
富
な
臨
床
経
験
に

基
づ
く
も
の
で
、
必
ず
し
も
科
学
的
に
証
明
さ
れ
て

い
る
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
か

な
り
の
部
分
で
納
得
の
い
く
考
え
方
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
新
谷
先
生
の
『
胃
腸
は
語
る
』
と
い
う
著
書

か
ら
、
炎
症
性
腸
疾
患
に
関
す
る
部
分
を
抜
粋
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
こ
の
よ
う
な
病
気
は
、
私
が
医
学
生
の
頃
の
30

〜
40
年
前
、
ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
多
か
っ
た
の
で

す
が
、日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
在
、
そ
れ
が
日
本
に
も
非
常
に
増
え
て
き
て
い
る

の
を
み
て
も
、
日
本
の
食
生
活
の
変
化
に
大
き
な
原

因
が
あ
る
と
思
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
私
は
そ
う
い

う
患
者
さ
ん
を
治
療
す
る
と
き
に
、
ま
ず
牛
乳
と
乳

製
品
を
全
部
や
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自

然
の
穀
物
や
野
菜
、
果
物
な
ど
を
適
当
な
バ
ラ
ン
ス

で
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
そ
の
潰
瘍
性
大
腸
炎

と
か
ク
ロ
ー
ン
病
と
い
う
の
が
本
当
に
奇
跡
の
よ
う

に
改
善
さ
れ
ま
す
し
、
ま
た
治
る
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
病
気
の
要
因
と
し
て
、
精
神
的
な
も
の
も
大
い

に
影
響
し
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
別
に
し
て
、

食
べ
物
で
牛
乳
・
乳
製
品
を
や
め
た
だ
け
で
も
、
そ

う
い
う
病
気
が
改
善
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。」

　

一
般
に
病
気
は
薬
で
治
す
も
の
と
考
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
最
近
で
は
癌
を
含
め
て
ほ
と
ん
ど
の
病
気

が
生
活
習
慣
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
の
病
気
で
、
最
終
的
に

は
自
己
管
理
が
も
っ
と
も
有
効
な
治
療
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
管
理
す
べ
き
こ
と
は
、

一
に
食
事
（
飲
み
物
も
含
み
ま
す
）、
二
に
運
動
、

意
外
に
大
事
な
の
が
、
三
番
目
の
精
神
管
理
で
す
。

本
来
治
ら
な
い
は
ず
の
炎
症
性
腸
疾
患
で
す
が
、
あ

る
時
点
か
ら
体
調
が
良
く
な
り
、
薬
の
助
け
を
借
り

な
く
て
も
症
状
が
出
ず
、
病
院
に
来
な
く
な
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
さ
に
奇
跡
が
起
き
て
い
る

わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
方
に
は
ど
う
も
、
社
会
生

活
が
充
実
し
て
精
神
的
に
安
定
し
て
い
る
と
い
う
共

通
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
何

事
も
プ
ラ
ス
思
考
で
行
動
し
、
適
度
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
良
い
よ
う
で
す
。

　
　

治
す
る
こ
と
の
な
い
潰
瘍
性
大
腸
炎
や
ク
ロ
ー

ン
病
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
方
は
大
変
で
す
が
、
運

命
を
う
ら
ん
で
ば
か
り
い
て
も
病
気
が
悪
く
な
る
ば

か
り
で
す
。
確
か
な
情
報
を
集
め
、
自
分
に
と
っ
て

良
い
事
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
、
悪
い
事
は
排
除
し

て
ゆ
き
、
病
気
と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
他
人
と
過
去
は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
と

未
来
は
変
え
ら
れ
ま
す
。
皆
様
方
の
人
生
を
少
し
で

も
良
い
方
向
へ
ご
案
内
で
き
ま
す
よ
う
、
職
員
一
同

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　潰瘍性大腸炎（Ulcerative Colitis 以下 UC）を発症しまし

たのは、まだ私がサラリーマン時代の平成 4 年 12 月頃でした。

それ以来、この病気と仲良く人生を送っております。

　発症当時、私は単身赴任中で、下痢症状により 1 日に何回も

トイレに駆け込む日々が続き、人間ドックを受けた結果、UC

と診断され約 1 ヵ月入院しました。単身赴任は通算 9 年でし

たが、振り返りますと元来肉食中心の食性活と、仕事上のストレスが影響したのではないかと思います。なお、悪い事に

料理が苦手なので外食一辺倒だったことも悪化に輪をかけたと思います。笑い話では済まされませんが、発症時は日本海

の魚がおいしい富山。転勤し、入院時は京都。なぜ富山時代に肉食を魚に切換えておかなかったのかと反省しています。

　私は元々京都生まれなので京都の生活にさほど違和感はありませんでしたが、既に浜松に居を構えておりましたので、

入院中は家内に時々来てもらうことになりました。京都の病院では松田病院のように内視鏡検査の時、医師の方針で鎮静

剤が使用されませんでしたので、通算 4 回の検査では悶え苦しんだことを覚えています。そのため、平成 8 年に松田病

院に転院してからは、地獄から天国へ来た気分でした。

　おかげさまで、私の場合、特定疾患とはいえ病態は緩解となりましたので、日常生活の中では外見上通常の生活を送っ

ておりますが、毎日の暮らしの中で気をつけていることを挙げておきます。

　サラリーマン現役時代は仕事で外へ出ることも多く、商談前に近辺にトイレの存在を確認したり、お茶を出されても遠

慮がちに口をつける程度でした。水分を摂るだけでも便を催す始末で気が気ではありませんでした。しかし、現在ではサ

ラゾビリン錠（抗潰瘍治療剤）を服用するだけで元気になり、毎日のようにゴルフ練習場へ、また足腰を鍛える目的でショー

トコースにて歩け歩けをやっております。

　また、ここまで回復したことに感謝の意で、現在 UC 友の会のお手伝いをさせていただいております。同患者会の活動で

は休日に拘らず先生方にもおいでいただき、種々の治療方法やメンタル面での指導を仰ぐ一方、患者同士の交流や UC にや

さしい料理教室などを年 3 〜 4 回開催しております。UC の方々には事前に病院から案内が行きますので、まだ未参加の方

も一度ご参加いただければ幸いです。この病気は家族の協力も必要なので、ご家族一緒に参加される方もいらっしゃいます。

　なかなかここまでやっていただける病院は少ないと思います。親切で優しい松田病院に感謝の気持ちで一杯です。

何事にもクヨクヨせず楽観的に生きる

常にプラス思考を持つ

飲酒を控える（飲んでもビール350ml 1 本）

適度な運動（趣味のゴルフや歩くこと）

食事に気をつける（前述のとおり料理が苦手な私としては、恥ずかしな
がらすべて家内まかせになっているため、家内には頭が上がらない次第）

潰瘍性大腸炎とお友達になり15年 福井　晃（68歳）

“難病” といわれている炎症性腸疾患ですが、実際に患者様はどのような生活を送られているのでしょうか？
当院に長く通院されている患者様のお一人に生の声をお寄せいただきましたのでご紹介します。

元気にゴルフ場で（浜松 CC）



“当院のフランス料理をご家庭でも作ってみませんか？”
　当院では 18 年前、元グランドホテル料理長である内藤氏の指導で月 2 回夕食にフランス料理を提供しはじめました。3 年前か

らは地元、中区佐鳴台のフランス料理店「エピファニー」オーナーシェフ南竹英美氏のご指導をいただき、調理技術のレベルアップ

とともに、南竹氏のポリシーである “地産地消” の考え方を取り入れ、新鮮な地元の食材の美味しさを引き出し、素材そのものの味

を生かした料理を提供するようにしております。そこで今回は教えて頂いたメニューの中から、秋のある日のディナーメニューの一

部を紹介致します。是非お試し下さい。

栄養部　青野多恵子

≪レシピ≫
①	若鶏の骨付きモモ肉は包丁を入れ、骨を 1 本はずして開き筋切りする。
②	オレンジはぺティーナイフで皮をむき、身を取って残りは絞っておく。
③	グラニュー糖を片手鍋に入れ、水で湿らせ火にかける。鍋を時々回　
	 してカラメル状にして火を止める。常温のオレンジジュースを入れ、
	 鍋を回して溶かす。溶けたら火に掛け少し煮詰める。
②	若鶏は塩・コショウしておき、水分が出たらキッチンペーパーで抑
	 える。薄く小麦粉を振り、熱したフライパンにサラダ油を入れ、鶏の
	 皮目から中火で焼き色をつけていく。十分焼き色がついたら返して
	 火を弱める。鶏から出た脂はキッチンペーパーで吸い取り、オレン
	 ジソースを入れ煮込む。時々ソースを皮目に掛け、つやが出るよう
	 にする。中まで十分火が通るまでじっくり煮込む。
③	付け合せは、ブロッコリーソテー、ミニトマトのパン粉焼き、マッシ
	 ュポテトの 3 色を肉の奥に、手前にオレンジの果肉をさっとソテー	
	 したものを飾る。肉とオレンジにソースをかけて出来上がり。

これは当院のクリスマスメニューの 1 品でもあります。

≪レシピ≫
①	舞茸は石付きをそいで水を張ったボールで軽く洗い、水切りして大きくほぐす。
②	サニーレタス、トレビス、ルッコラ、クレソンなど生野菜は、さっと水洗いして		
	 手でひとくち大にちぎり、氷水に入れパリッとさせ、ザルで水切りしておく。
③	フライパンを熱しサラダ油で舞茸を中火で炒め、塩・コショウしてボールに取る。
④	別のボールにワインビネガーと塩をいれ、ホイッパーでよく混ぜ塩を溶かす。オリー		
	 ブ油を少しずつ入れながら混ぜ、マスタードとコショウを入れ再度良く混ぜておく。
⑤	盛り付け直前に生野菜とよく混ぜ、皿の中央にこんもり盛り付ける。
⑥	刺身用の帆立貝柱を横 2 つに切り、小麦粉を薄く振ってサラダ油少々を敷いたフラ		
	 イパンで、中火でさっと焼き目をつける程度に焼く。途中軽く塩・コショウする		
	 （中は半生状態で良い）。
⑦	炒めた舞茸を中央にのせ、周りにソテーした帆立貝柱をのせる。

簡単に出来て豪華で美味しい料理です。ご家庭でも是非お試し下さい。食物繊維たっ
ぷりのあったかいサラダです。

   若鶏のソテー
オレンジソース

帆立貝柱のソテーと
舞茸のサラダ

舞茸	 120 ｇ
塩	 少々
白こしょう	 少々
サラダ油	 小さじ 1

●炒める
帆立貝柱	 6 個
小麦粉	 小さじ 1 強
塩　　	 少々
白こしょう	 少々
サラダ油	 小さじ 1

●ソテー
オリーブ油	 大さじ 3
粒マスタード	 小さじ 1 弱
ワインビネガー	 小さじ 1 弱
塩	 少々
白こしょう	 少々

●ドレッシング

ピンクペッパー	 12 粒
チャービル	 1 枝

●飾り（トッピング用）
　あればつけるサニーレタス	 2 枚

トレビス	 2 枚
ルッコラ	 1/2 パック
クレソン	 4 本

●生野菜

材料（4 人分）

若鶏骨付もも肉	 4 本
（80g）	
塩	 少々
白こしょう	 少々
サラダ油	 大さじ 1

●肉ソテー
じゃがいも	 中 1 個
牛乳	 40cc
食塩	 少々
卵黄	 1/4 個
コーンスターチ	 少々
無塩バター	 2g
卵黄（塗る用）	 1/4 個

●マッシュポテト
プチトマト	 4 個

（大きめの物）
にんにく	 小 1 かけ
オリーブ油	 小さじ 1
塩	 少々
グラニュー糖	 少々
白こしょう	 少々
パン粉	 少々

●ミニトマトのパン粉焼き
オレンジ	 1 個
オレンジ果汁	 40cc

（100％）	
グラニュー糖	 大さじ 2/3
水	 10cc
フォンドヴォ	 180cc

●オレンジソース
赤ワイン	
ビネガー	 大さじ 1/2
片栗粉	 少々
赤ワイン	 小さじ 1
塩	 少々
白こしょう	 少々

ブロッコリー	 1/2 房
無塩バター	 4g	
塩	 少々
白こしょう	 少々

●ブロッコリーソテー

材料（4 人分）

みなみたけひでみ



心電図 —不整脈のお話—
　当院では、手術前の患者様や内視鏡検査前の患者様（一部）
を対象に心電図検査を行っています。大部分の患者様は過去に
心電図検査を行ったことのある患者様ですが、『心電図検査で何
がわかるの？』との問い合わせがよくあります。今回は心電図波
形について不整脈波形を中心にお話ししたいと思います。

心電図とは？
心電図は、心臓の筋肉の
電気的活動をあらわした
ものです。
心電図の刺激伝導経路は
洞結節→房室結節→ヒス
束→脚（右、左）の順に
伝導します。（図 1）

　基本心電図波形が図
2 となります。（1 回
の鼓動）P 波は心房の
活動、QRS は心室の
活動、T 波は心室から
活動がおさまっていく
様子を表わします。こ
の波形の幅や高さの変化をみて判定します。

　心電図を取るとよく『不整脈がありますね』と言われること
があります。不整脈とは、心臓の拍動（脈）が早くなったり、
遅くなったり、また不規則になったりなどの『脈がみだれるもの』
を呼びます。不整脈にはあまり気にしなくてもよい不整脈と注
意が必要な不整脈とがあります。どのようなものがあるのか、
代表的な不整脈について簡単に説明します。

検査部　村松知枝

（図 2）

あまり気にしなくてもよい不整脈

注意が必要な不整脈

最も多く見られ、健康な人にもよく見られる不整脈です。主に上室性
期外収縮と心室性期外収縮とがあります。

　頻脈（早い脈）の状態が 30 秒以上継
続するものは治療が必要となります。心
臓の拍動が速くなると送り出される血液
の量が減少し、めまいを起こしたり失神
したりし、最悪な場合、脳や身体に十分
な酸素が行き渡らなくなり生命にかかわ
るおそれがあります。以下に危険な不整
脈 2 例を紹介します。

期外収縮の前にも P 波が存在し、QRS
幅が狭い

心房、房室接合部を起源として起こる不
整脈です。大部分の人は無症状ですが、
中には動悸、胸苦しさを感じる人もいま
す。通常は治療の必要はありません。

期外収縮

心房細動とは、洞結節が
正常に働かないで、心房

全体が痙攣したように細かく収縮（細動）
している状態です。合併症として注意する
点は心房内での血栓形成で、発生した血栓
が原因となって、脳塞栓を引き起こすこと
があるので、これを予防するために抗凝血
薬療法が必要となる場合もあります。

心房細動

右脚ブロックとは、
心臓の刺激伝導を

する電線（右脚）が切れたために起きる
心電図変化です。病的意義はほとんどな
く、まったく心配ないものです。

（左脚ブロックは心臓に基礎疾患がある
ことが多いので、一度精密検査を受けら
れることをお薦めします。）

右脚ブロック

《上室性期外収縮》 

心電図波形

心電図波形 心電図波形

心電図波形

本来の洞調律の波形と比べて、QRS 幅
が広く、形の違った波形を示す

心室内に本来と異なる部分から興奮が発生
し、本来の興奮より早い時点で出現する心
室興奮による不整脈です。大部分の人は無症
状ですが、中には動悸、胸苦しさを感じる人
もいます。通常は治療の必要はありません。

《心室性期外収縮》

中高年の男性に
多く、夜中から

早朝にかけての安静時に突然心室細動を
ひき起こす頻度が高いという特徴があり
ます。現在のところ有効な予防薬は無く、
植え込み型除細動器が最も有効な治療方
法だと考えられています。

　このように、心電図で『不整脈があります』といわれても心配
しなくてもよいものがある反面、突然死に直結するような不整
脈もあります。またこの他に、心筋梗塞、狭心症などの兆候を示
す所見もありますが、これらは発作直前や発作がおきないと心
電図には現れにくいのが現状です。
　心電図検査は検査時に正常だったからといって今後も心配な
いとは限りません。当院で実際におきた症例を紹介します。
2005 年当院に入院していた患者様（入院前の心電図、正常）

が Torsades de pointes という心室頻脈を起こしました。
Torsades de pointes は突然の意識消失から痙撃をみること
が多く、突然死する可能性がある危険な心電図波形です。幸いに
もこの患者様は正常な心電図波形に戻り、現在も正常波形です。
　動悸、不整脈等、自覚症状のある方は心電図検査を受けてみて
ください。また、心電図検査で《異常なし》といわれたけれど、
動悸、不整脈等が心配な方は 24 時間記録ができるホルター心
電図の検査をお勧めします。（当院でも受けることができます。）

ブルガダ症候群

（図 1）

心房

心室
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8
月
初
旬
、
弱
々
し
か
っ
た
太
陽
が
、
お
盆
前
か
ら
急

に
活
動
し
始
め
、
35
度
を
超
え
る
日
々
に
朝
早
く
家
を
出

て
夜
遅
く
帰
宅
す
る
私
で
も
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。
夏
の

間
の
行
事
は
比
較
的
少
な
い
が
、
秋
に
向
か
っ
て
、
原
稿

な
ど
の
準
備
で
多
忙
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
。
そ
れ

で
も
、
幸
い
医
療
問
題
に
目
を
通
す
時
間
が
取
れ
た
。
い

ま
、
い
ろ
い
ろ
な
医
療
政
策
を
見
渡
し
て
み
る
と
当
座
の

問
題
や
、
今
後
の
重
要
な
課
題
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
散
見

さ
れ
る
。
知
識
を
読
み
取
り
噛
み
砕
い
て
、
断
片
的
な
記

述
だ
が
私
の
メ
モ
代
わ
り
に
ま
と
め
て
み
た
。

　

 

専
門
看
護
師
が
広
告
可
能
に
な
っ
た
：
日
本
看
護
協

会
が
認
定
す
る
18
分
野
で
、「
が
ん
看
護
専
門
看
護
師
」「
小

児
看
護
専
門
看
護
師
」
な
ど
6
分
野
、「
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師
」
な
ど
認
定
看
護
師
12
分
野

で
あ
る
。
し
か
し
、
専
門
看
護
師
は
看
護
系
大
学
院
の
修
士
課
程
を
卒
業
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
の

こ
と
で
、
い
ず
れ
診
療
報
酬
に
絡
ん
で
く
る
だ
ろ
う
。

　

 

療
養
病
床
再
編
に
向
け
て
：「
夜
間
の
看
護
師
配
置･
看
取
り
体
制
」
を
整
備
し
た
、
仮
称
「
医
療
機
能

強
化
型
老
人
保
健
施
設
」
で
あ
る
が
、
現
在
の
療
養
病
床
数
を
15
万
床
に
減
ら
す
方
針
に
応
じ
て
「
介
護

療
養
型
医
療
施
設
」
が
2
0
1
1
年
ま
で
に
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
診
療
報
酬
の
内
容
を
含
め
て
転
換
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
療
養
施
設
が
関
心
を
持
っ
て
見
て
い
る
。年
内
に
は
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

 

医
師
不
足
問
題
：
地
方
で
の
医
師
不
足
に
対
応
し
て
「
緊
急
臨
時
的
医
師
派
遣
シ
ス
テ
ム
」
が
動
き

出
し
た
。
派
遣
対
象
病
院
は
、二
次
医
療
圏
内
で
救
急
医
療
な
ど
を
担
う
、中
核
的
な
公
的
病
院
で
あ
る
。

勿
論
、
厚
労
省
が
や
る
こ
と
だ
か
ら
、
こ
と
細
か
な
条
件
が
つ
い
て
い
て
、
管
理
者
が
最
大
の
努
力
を

し
た
か
ど
う
か
も
基
準
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
7
月
か
ら
は
宮
古
病
院
と
大
田
原
赤
十
字
病
院
に
派

遣
さ
れ
た
。
医
師
の
出
所
は
日
赤
で
、
そ
の
他
、
個
人
で
応
募
し
た
例
が
あ
る
。
不
思
議
に
思
う
の
は
、

赤
十
字
病
院
な
ど
全
国
的
組
織
の
病
院
が
な
ぜ
お
互
い
に
融
通
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
た
病
院
で
あ
る
な
ら
ば
、
建
物
の
立
替
も
自
前
で
行
う
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
組
織
体
か
ら
の
支
援
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
一
時
し
の
ぎ
の
医
師
の
派
遣
く
ら
い
は
簡
単
な
よ
う
に
思

え
る
が
。
結
局
、
厚
労
省
で
は
医
師
数
は
足
り
て
い
る
と
、
今
ま
で
言
っ
て
い
て
、
実
情
を
調
べ
る
と

そ
う
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
最
近
の
医
師
の
就
業
形
態
は
実
に
様
々
で
、
い
わ
ゆ
る
医
療
機
関

ば
か
り
で
な
く
、
民
間
の
保
健
機
関
、
個
人
で
の
医
療
研
究
所
な
ど
、
医
師
免
許
が
な
い
と
で
き
な
い

仕
事
の
種
類
が
多
様
化
し
て
い
る
の
と
、
多
く
の
子
育
て
中
、
介
護
中
の
女
性
医
師
が
フ
ル
に
診
療
業

務
に
就
け
な
い
こ
と
も
、
目
に
見
え
な
い
医
師
不
足
の
原
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
最
近
漸

く
厚
労
省
が
女
性
医
師
の
た
め
に
、
保
育
所
確
保
、
業
務
復
帰
支
援
研
修
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
始
め
た
。

非
常
に
有
効
な
施
策
で
あ
る
。

　

 

地
域
の
急
性
期
医
療
：
今
厚
労
省
で
一
番
の
問
題
は
地
域
の
急
性
期
医
療
だ
と
い
う
。
特
に
地
方

で
の
医
師
不
足
と
そ
れ
に
伴
う
診
療
科
閉
鎖
で
、
地
域
医
療
が
崩
壊
し
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
国
は

や
っ
と
そ
の
現
実
を
理
解
し
、
手
を
打
ち
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
8
月
8
日
の
マ
ス

コ
ミ
報
道
で
は
平
成
20
年
度
の
医
療
費
改
訂
の
時
期
を
目
標
に
、
小
児
科
・
産
科
の
診
療
報
酬
を
上
げ

る
こ
と
な
ど
を
中
心
に
、
医
療
の
立
て
直
し
を
す
る
と
い
う
。
そ
の
コ
ア
に
な
る
の
が
「
集
約
化
」
と

「
連
携
」
だ
と
い
う
。
厚
労
省
は
こ
の
10
年
間
、
療
養
・
介
護
な
ど
老
人
問
題
に
力
を
入
れ
て
き
て
、

急
性
期
医
療
が
見
捨
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
根
本
は
「
な
り
ふ
り
構
わ
な
い

医
療
費
削
減
」
の
成
果
（
？
）
で
あ
る
。
現
場
の
医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
我
々
は
、
次
か
ら
次
へ
と
急

速
に
診
療
報
酬
を
下
げ
て
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
体
で
感
じ
て
い
る
。
ま
ず
、医
療
の
安
全
が
保
て
な
い
、

公
的
病
院
が
ま
ず
経
済
的
に
苦
し
く
な
る
、そ
の
余
波
は
何
れ
種
々
の
形
で
現
れ
る
だ
ろ
う
、と
は
思
っ

て
い
た
。

　

 

2
0
0
7
年
3
月
末
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
総
務
省
が
チ
ョ
ッ
ト
嬉
し
い
情
報
を
発
信
し
た
。

日
本
の
総
人
口
は
1
億
2
7
0
5
万
3
4
7
1
人
（
男
6
2
1
2
万
9
5
6
0
人　

女

6
4
9
2
万
3
9
1
1
人
）
で
昨
年
に
続
き
2
年
連
続
減
少
し
た
が
、
出
生
者
数
は

1
0
9
万
1
9
1
7
人
で
死
亡
者
数
が
1
0
8
万
1
1
7
4
人
と
な
り
、
日
本
の
人
口
は

1
0
7
4
3
人
だ
け
増
え
た
。
し
か
し
15
歳
未
満
の
人
口
は
全
体
の
13.

70
％
（
0.1
→
）、
65
歳
以
上
は

21.

00
％
（
0.7
←
）
と
な
り
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

地
域
的
に
見
る
と　

東
京
＋
名
古
屋
＋
関
西
＝
6
3
5
3
万
9
3
6
2
人
で
総
人
口
の
50.

01
％
が
大

都
会
に
集
中
し
て
お
り
、
中
で
も
東
京
都
の
人
口
は
1
2
3
6
万
1
7
3
6
人
（
＋

0.72
％
）
と
、
留

ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。
地
域
格
差
は
必
ず
し
も
政
治
だ
け
の
問
題
で
も
な
く
、
も
っ
と
民
族
の
生

存
方
法
を
根
本
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
新
幹
線
や
高
速
道
路
が
ど
ん
ど
ん
地
方
へ
延
び
て
、
人
々

が
地
方
へ
行
き
や
す
く
な
っ
て
地
域
格
差
を
無
く
そ
う
と
し
た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
地
方
か
ら
簡
単
に

大
都
会
へ
流
出
し
や
す
く
な
っ
て
、
格
差
が
拡
が
っ
た
こ
と
は
、
誠
に
皮
肉
な
現
象
で
あ
る
。
人
々
は

な
ぜ
都
会
に
集
ま
る
の
だ
ろ
う
か
？
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
魅
力
を
感
じ
る
の
か
？
あ
れ
は
土

地
が
無
い
か
ら
仕
方
な
し
に
2
層
に
も
3
層
に
も
道
路
が
道
路
を
跨
ぐ
よ
う
に
し
た
だ
け
で
、
広
々
と

し
た
土
地
が
あ
れ
ば
あ
ん
な
複
雑
な
構
造
物
を
作
る
必
要
は
無
い
の
に
。
東
京
の
よ
う
に
す
ぐ
近
く
の

目
的
地
に
行
く
の
に
渋
滞
し
た
高
速
道
路
を
遠
回
り
し
て
行
く
必
要
も
な
い
の
に
。
地
方
で
生
活
し
た

ら
通
勤
時
間
が
極
め
て
短
く
退
社
後
の
自
由
時
間
も
取
れ
る
の
に
・
・
・
・
。
や
っ
ぱ
り
大
都
会
に
あ

る
便
利
さ
、
何
で
も
あ
り
の
社
会
、
不
完
全
さ
、
不
安
定
さ
、
そ
し
て
ご
み
ご
み
し
た
醜
さ
な
ど
を
総

合
し
た
魅
力
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

院長◎松田 保秀

院 長 の
一 言
メ ッ セ ー ジ

サマーバケーションは昼寝に限る

北海道 チミケップ湖畔の宿にて

1
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JR ＝浜松駅下車  タクシーで 10 分　高塚駅下車  タクシーで 5 分
バス＝浜松駅バスターミナル 5 番ポール（宇布見、山崎行）乗車
　　　東彦尾または西郵便局下車　徒歩 5 分
　　　患者様駐車場 180 台
E-mail　cra@matsuda-hp.or.jp
ホームページ　http://www.matsuda-hp.or.jp/

【外来診療のご案内】

午前中の診療に限り予約制になっております。
※予約のない方は、予約外担当医師が診察いたします。

●患者様へお願い●月１回、必ず保険証の提示をお願いいたします。

松田病院
TEL.053—448—5121（代）

（発行／松田病院広報委員会）
FAX.053—448—9753

受付時間 月 火 水 木 金 土

その他の診療科

胃腸科・肛門科	

IBD（炎症性腸疾患）外来
ヘルニア外来
便秘外来
泌尿器科相談
内科相談
ストーマ外来
泌尿器科相談
女性専門外来

松田病院

特 定 医 療 法 人
社 団　 松 愛 会

8：30 〜11：30
8：15 〜14：00
14：00 〜16：00

● ● ● ● ●

● ● ●
●

受 付 時 間 月 火 水 木 金 土

8：30 〜 11：30

14：00 〜 16：00
14：00 〜 15：00

●

●
●

●

●
● ● ●
●

●

●
●
●

〒432―8061 浜松市西区入野町753番地 

INFORMATION
今
回
よ
り
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
当
院
と
医
療
連
携
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
開
業
医
さ

ん
を
ご
訪
問
し
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
第
1
回
は
、

雄
踏
町
の
鈴
木
医
院
で
す
。

　

鈴
木
医
院
は
、
内
科
・
外
科
・
消
化
器
科
・
整
形
外
科
な
ど
を
標
榜
さ
れ
て
い
る

開
業
医
さ
ん
で
す
。
開
院
は
明
治
で
四
代
に
わ
た
っ
て
地
域
に
根
づ
い
た
医
療
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
院
長
の
鈴
木
敏
生
先
生
は「
元
気
で
1
0
0
歳
！
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、
鈴
木
先
生
の
診
察
の
み
な
ら
ず
血
栓
血
管
、
肝
臓
、
心
臓
、
整
形
の
専
門
医
の

協
力
を
得
な
が
ら
幅
広
い
診
療
を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
の
早
期
発
見

に
力
を
入
れ
、
ヘ
リ
カ
ル
CT
も
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
鈴
木
先
生
は
、
得
意
な
剣
道
の
腕
前

を
生
か
し
て
町
の
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

指
導
兼
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
い
う
お
顔
を
お

持
ち
で
す
。
ま
た
少
年
団
の
活
動
以
外
で
も
、

中
学
校
で
の
剣
道
指
導
や
各
種
医
療
講
演
会

を
行
う
な
ど
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
力

を
注
い
で
お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
、
文
字
通
り

地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
実
践
さ
れ
て
い
る

鈴
木
先
生
の
締
め
く
く
り
の
ひ
と
こ
と
は
、

「
雄
踏
町
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
も
募

集
し
て
い
る
の
で
よ
ろ
し
く
」
で
し
た
。

編
集
後
記

V
O
L
36
.

　

炎
症
性
腸
疾
患（
I
B
D
）

に
つ
い
て
は
、
症
状
な
ど
の

お
問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り

ま
す
。
当
院
で
は
I
B
D

専
門
外
来
を
始
め
I
B
D

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
定
期

的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、
患

者
様
お
よ
び
そ
の
家
族
を
対

象
と
し
た
患
者
会
も
実
施
し

て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
下
さ
い
。

　

そ
し
て
今
回
は
、
鈴
木
医

院
様
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

院
内
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
が
と
て
も
素
敵
で
、
特

に
鈴
木
先
生
に
は
、
取
材
に

笑
顔
で
ご
協
力
い
た
だ
き
、

が
ん
に
つ
い
て
「
は
や
く
み

つ
け
て
あ
げ
た
い
」
と
い
う

献
身
的
な
姿
勢
が
印
象
的
で

し
た
。
今
後
も
連
携
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
開
業
医
様
を

ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
委
員
会　

渡
部
真
一

◆
連
携
医
院
の
ご
紹
介
シ
リ
ー
ズ

鈴
木
医
院
　
浜
松
市
西
区
雄
踏
町

家族で剣道に打込む

鈴木敏生院長 雄踏町 鈴木医院

パ
ー
ト
1




